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【概要】 
　Eat Naturalは、日本のアニマルウェルフェアの推進を通じて「美味しい革命」に挑戦
します!! 

　卵や牛乳や肉は、誰もが知っているように鶏や豚や牛などの家畜から生み出されます。
でも意外に普段意識しないのは、家畜は「感受性のある生き物」だということです。人の
食べ物になるためにいずれは殺される時が来るとしても、家畜も生きている間は太陽のも
とで土の上を駆け回ったり、草を食んだり、土を掘り返したり、生き物として尊厳のある
生き方をできたらいいでしょう。 
　それは家畜のためだけではなく食べる人にとっても大切なことです。家畜がしっかり運
動できて生き物として健康に育つことで、初めて健康で安心な食材となるはずです。 
　日本では少ないながらもこだわりを持ってアニマルウェルフェアに配慮する生産者がい
ます。そうした畜産品を、消費者がしっかり支持することで初めて日本のアニマルウェル
フェアも発展していけるでしょう。小規模生産者と消費者をつなぐ役割を、微力ながら
Eat Naturalとして果たせたらと願っています。 
　毎日の食事に何を選ぶのか。その選択によって、人にも、家畜にも、環境や地球にも優
しくなることができます。「美味しさ」から世界を変える。小さな一歩からEat Natural
は「美味しい革命”Delicious Revolution”」に挑戦します。 

※ 「美味しい革命 “Delicious Revolution”」は、カリフォルニア州バークレーにあるレ
ストラン「シェ・パニーズ (Chez Panisse)」のオーナーシェフであり、スローフード協
会の副会長を務めるアリス・ウォータース(Alice Waters)さんの提唱するムーブメントで
す。 

【国産アニマルウェルフェア畜産品の取扱方針】 

1. 誰がどんな牧場でどのように家畜を育てているかがわかる、見ることができる 
　Eat Naturalで食材を選ぶにあたっては、誰がどこでどのように作ったのかが分かる、
希望すれば消費者もその生産現場を見ることができることを大切に考えています。畜産品
においても例外ではありません。家畜が実際にどんな牧場でどんな風に育てられている
か、消費者が見ることができる透明性が大切と考えます。 
　ただし、冬季には鳥インフルエンザなど伝染病の感染予防のため、鶏舎に近付かないな
どの配慮も必要と考えます。 

2. 放牧飼育 

http://eat-natural.jp/


　Eat Naturalの選ぶ畜産品は鶏も豚も牛も放牧育ちです。アニマルウェルフェア原則「5
つの自由 (Five Freedoms)」の中で「正常行動発現の自由」(自由な空間、適切な施設、
同種の仲間の存在)を重視し、家畜が太陽の下で自然の風を浴び、土の上を自由に動き回
ることのできるよう放牧飼育の畜産品を扱います。 

3. 家畜の食性に合った飼料の給与 
　家畜の食性に合った飼料の給与を大切に考えます。 
　例えば、反芻(草食)動物の牛(乳牛・肉牛)に、乳量や肉のサシを増やすために濃厚(穀物)
飼料を大量に与えることが増えた結果、第4胃変異が多発することや、健康状態が悪化し
内臓廃棄率が高まるなどの事例が報告されています。 
　また肉牛の肥育期に、サシを増やしたり脂身の色を白くする目的でビタミンAを含まな
い飼料を与え続けることで、出荷時には牛が歩けなかったり失明に至ったりすることが知
られています。 
　牛の飼育にあたっては粗(草)飼料を主体とし、濃厚(穀物)飼料を与える場合においても
牛の健康が保たれる範囲に制限するものとします。 

4. 抗生物質や成長ホルモンなど、薬剤に頼らない飼育 
　家畜がのびのび運動して健康に育ち、疾病予防を目的に抗生物質を恒常的に使う必要の
ない牧場を選定しています。疾病の治療を目的に一定期間抗生物質を使うことは、「痛み、
傷、病気からの自由」(予防あるいは救急診察および救急処置)として必要と考えます。成
長ホルモンについては、日本では使用を認められていません。 

5. できるだけ地域循環型の飼料使用に取り組む 
　家畜飼料を海外からの輸入に大きく依存している日本では、輸入飼料や遺伝子組み換え
作物の使用を排除することは難しい現状と考えます。一方で、エコフィードや地元産や循
環型の飼料をできるだけ取り入れる生産者の取り組みを応援します。 

【取扱例】 
なかほら牧場 (乳製品) 
あすなろファーミング (乳製品) 
北里八雲牧場 (牛肉) 
エルパソ豚牧場(どろぶた・豚肉)  
黒富士農場(放牧卵・オーガニック卵) 
羽石農場(放牧オーガニックチキン) 

【アニマルウェルフェアの普及活動について】 
　Eat Naturalでは、「アニマルウェルフェア支え隊」として消費者や生産者、研究者、
レストラン、Slow Food 銀座と協力して、講演や飲食イベントなどを開催しています。 



　家畜との触れ合いを通じて人が癒しを受けることが科学者から報告されています。牧場
見学などを通じて、人と家畜との共生関係について、それぞれが感じ考える機会を持つこ
とを推進します。 

　AWFC(アニマルウェルフェアフードコミュニティー)では、運営に協力しながら活動
(シンポジウム・学習会・飲食イベント・農場見学など)に積極的に参加し、最新の情報取
得に努めています。 


